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◆Summary
Description of the usefulness and uniqueness of "Kitamaru-net" 
systems. - Including the benefits of the commercial software-
based platform for multidisciplinary cooperations
"Kitamaru-net" is a collaborated information system of medical care 
that was constructed by "Kitami City Medical Welfare Information 
Cooperation Council" . Its features is the flexibility of developing and 
a low cost. We are starting the experiment of "Emergency Medical 
Information Pad" from this year.

要
旨
：「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
、「
北
見
市
医
療
福

祉
情
報
連
携
協
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
構
築
し

た
医
療
と
介
護
の
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
低
コ
ス
ト
と
開
発
の
柔
軟
性
で
あ

る
。
本
年
度
は
「
救
急
医
療
情
報
Ｐ
ａ
ｄ 
」
の

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

重
要
性
を
増
す
医
療
と
介
護
の
情
報
連
携

　

北
海
道
北
見
市
の
高
齢
化
率
は
28
％
を
超
え
、
高

齢
者
へ
の
医
療
と
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
て
い

る
。
地
方
の
小
都
市
で
の
深
刻
な
医
療
介
護
の
人
的

資
源
不
足
も
相
俟
っ
て
、
効
率
的
な
医
療
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
介
護

保
険
制
度
創
設
以
来
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
医
療
と

介
護
の
情
報
を
再
度
連
携
さ
せ
、
地
域
の
各
サ
ー
ビ

ス
提
供
主
体
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
連
携
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

医
療
に
お
い
て
も
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
医
療
・
病

院
完
結
型
医
療
か
ら
多
職
種
連
携
に
よ
る
地
域
完
結

型
医
療
へ
と
変
化
、
介
護
分
野
で
も
職
種
間
の
情
報

連
携
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

情
報
の
連
携
に
は
優
れ
た
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
構
築
に
多
大
な
費
用
を
要

す
る
こ
と
が
、
シ
ス
テ
ム
整
備
を
遅
ら
せ
る
大
き
な

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
に 

求
め
ら
れ
る
要
件

　

情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
は
、
現
場
で
使
用
を
し
な
が

ら
継
続
的
な
改
良
が
必
要
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
求

め
ら
れ
る
要
件
は
、
常
に
流
動
的
で
あ
る
。
高
額
な

開
発
費
を
か
け
て
、
固
定
的
な
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
と
、
そ
の
後
の
柔
軟
な
改
修
に
困
難
が

生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
人
が
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
真
の
革
新
は
困
難
と

な
る
。

　

人
口
10
万
人
規
模
の
地
方
都
市
で
高
額
な
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
点
で
も
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
。
柔
軟
で
安
価
な

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

開
発
ま
で
の
経
緯

　

北
見
市
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
目
指
し
て
、
他

職
種
が
参
加
す
る
「
北
見
市
医
療
福
祉
情
報
連
携
協

議
会
」（
会
長
古
屋
聖
兒
氏
）
を
北
見
医
師
会
主
導

で
設
立
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
当
た
っ
て
最
も
重
視
し
た
の

は
、
開
発
の
容
易
さ
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
は

す
で
に
、
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
北

海
道
広
域
医
療
連
携
研
究
会
」
が
、
医
療
・
介
護
施

設
間
で
共
用
で
き
るFileM

aker

ベ
ー
ス
の
「
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
」（D

atabank of Seam
less Care in 

H
okkaido

）
と
い
う
患
者
情
報
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
て
い
た
。
そ
こ
で
そ
の
開
発
元
で
あ
る

D
BPow

ers

社
に
開
発
を
依
頼
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
を
も

と
に
安
価
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
た
。
そ
の

結
果
、
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

を
含
め
て
２
０
０
０
万
円
以
下
で
シ
ス
テ
ム
構
築
を

実
現
で
き
た
。

今
野
　
敦

北
見
医
師
会
副
会
長

北
見
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
院
長

「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
の
独
自
性
と
有
用
性
を
説
く

　
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
市
販
ソ
フ
ト
使
用
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
含
め

ＩＴ連携成功の要諦を実例から検証する総特集

総　論

現状・将来性から
医療連携を問う

深く根を張る
連携システムの実際
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図 2　「北まる net」ネットワーク構成図

図１　「北まる net」の概要（北見市医療福祉情報連携協議会）
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「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
の
特
徴

「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
大
き
く
５
つ
の
要
素
で
構
成

さ
れ
る
が
、
初
年
度
は
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
ス
タ
ー

ト
し
た
（
図
１
）。

　

医
療
・
介
護
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
機
関

間
の
み
で
は
な
く
、
介
護
関
連
施
に
も
参
照
権
を
付

与
し
て
利
用
可
能
と
し
た
。
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
内
に

掲
示
板
機
能
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
職
種

の
情
報
連
携
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
使
い
や
す
さ
も
目

指
し
た
。

　

介
護
認
定
審
査
会
シ
ス
テ
ム
は
ペ
ー
パ
レ
ス
化
と

効
率
的
運
用
を
目
的
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

さ
ら
に
北
見
市
の
持
っ
て
い
る
空
間
情
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
と
の
連
携
を
行
い
、「
要
介
護
者
・

要
援
護
者
・
社
会
資
源
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
を
構
築
し
た
。

「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
ク
ラ
ウ
ド
型
で
あ
る
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｌ-

Ｖ
Ｐ
Ｎ
接
続
と
し
、
接
続
認
証
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
認

証
の
２
段
階
と
し
、
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
の
管
理
を
厳
重

に
行
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　

サ
ー
バ
は
札
幌
に
あ
り
、
北
見
市
の
大
規
模
災
害

時
に
も
デ
ー
タ
の
消
失
は
起
こ
ら
な
い
。

「
救
急
医
療
情
報
Ｐ
ａ
ｄ
」
に
つ
い
て

　

今
年
か
ら
は
新
た
な
実
証
実
験
と
し
て
、
救
急
隊

が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
（
図
３
）。

　

北
見
市
は
独
居
の
高
齢
者
が
多
く
、
救
急
車
の
出

動
に
際
し
て
疾
患
情
報
や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
の

把
握
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。「
北

ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
に
登
録
さ
れ
、
事
前
に
了
解
を
得
て

い
る
利
用
者
は
救
急
隊
の
使
用
す
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
住

所
、
か
か
り
つ
け
医
、
病
歴
、
投
薬
内
容
を
直
ち
に

参
照
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
救
急
隊
の
搬
送
時
間
の

短
縮
の
み
な
ら
ず
、
救
急
受
け
入
れ
医
療
機
関
で
の

迅
速
な
診
断
に
も
結
び
付
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
型
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

　

北
見
市
は
全
国
７
９
０
市
の
中
で
４
番
目
の
広
さ

を
誇
る
が
、
そ
の
一
方
で
人
口
密
度
は
７
０
４
番
目

と
極
め
て
低
い
地
域
で
あ
る
。
点
在
す
る
高
齢
者
の

医
療
や
介
護
に
お
い
て
も
効
率
の
面
で
は
不
利
な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
働
く
若
者
世
代
も
少
な
く
、
い

か
に
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
構
築
す
る
か

が
、
今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
要
で

も
あ
る
。

　

地
域
全
体
が
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、
多
く

の
関
連
機
関
や
事
業
所
の
参
加
が
必
要
に
な
る
。

　

さ
ら
に
介
護
保
険
関
連
で
は
小
規
模
な
事
業
所
も

多
く
、
費
用
負
担
の
軽
減
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

一
般
的
に
専
用
シ
ス
テ
ム
は
高
額
の
投
資
を
要

し
、
維
持
費
も
高
額
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に

対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
容
易
に
接
続
で

き
る
シ
ス
テ
ム
は
、
構
築
費
用
、
維
持
費
と
も
に
低

コ
ス
ト
で
、
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
こ

と
の
１
つ
に
、
通
院
中
の
患
者
の
服
薬
情
報
が
不
明

に
な
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
上
の
情
報

は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
失
わ
れ
な
い
た
め
、

災
害
対
策
上
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
北

ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
の
情
報
は
３
０
０
㎞
離
れ
た
札
幌
市

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

多
職
種
連
携
の
基
盤
と
し
て
の
活
用

　

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
は
、
脳
卒
中
に
関
わ
る
医
療
機
関
同

士
の
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。「
北

ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
た
め
、
脳
卒
中

図３　救急隊使用タブレット利用のシステム
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の
連
携
基
盤
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。

　

北
見
市
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
は
以
前
か
ら

オ
ホ
ー
ツ
ク
脳
卒
中
研
究
会
が
活
発
な
活
動
を
し
て

お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
て
多
職
種

連
携
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

脳
卒
中
で
は
、
そ
の
急
性
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
経
て
在
宅
に
至
る
間
に
、
退
院
調
整
が
重

要
と
な
る
。
多
職
種
が
必
要
と
す
る
情
報
を
集
約
で

き
る
「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
多

職
種
連
携
が
容
易
と
な
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
主
治
医
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
が
、「
北
ま
る
ｎ

ｅ
ｔ
」
上
の
掲
示
板
機
能
で
実
現
で
き
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

身
体
機
能
評
価
等
を
各
専
門
職
種
が
入
力
可
能
で

あ
る
こ
と
、
利
用
者
の
転
院
・
退
院
等
の
移
動
に
伴

う
、
そ
の
利
用
者
に
対
す
る
情
報
の
ア
ク
セ
ス
権
限

の
移
動
も
容
易
で
あ
る
こ
と
、
在
宅
で
の
利
用
も
容

易
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
職
種
連
携
に
と
っ
て
重
要

な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

慢
性
疾
患
に
対
す
る
地
域
チ
ー
ム
医
療
の 

ツ
ー
ル
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い

　

虚
血
性
心
疾
患
や
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
等
の
診
療
に
お
い
て
は
、
地
域
の
専
門
医
と
の

協
働
や
専
門
職
種
の
介
入
が
必
要
と
な
る
。

　

全
国
的
に
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
よ
る
医
療
連
携
等

が
模
索
さ
れ
て
き
た
が
、
現
状
で
十
分
な
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
紙
ベ
ー
ス
の
パ
ス
で

は
、
そ
の
記
載
の
労
力
を
軽
減
せ
ざ
る
を
得
ず
、
極

め
て
限
定
的
な
情
報
の
み
の
記
載
と
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
診
療
に
十
分
生
か
し
切
れ
ず
、
な
か

な
か
広
が
ら
な
い
。

　

情
報
が
電
子
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
有
で

き
る
情
報
量
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
と
と
も
に
情
報

の
継
続
性
が
担
保
さ
れ
、
よ
り
正
確
な
病
状
把
握
、

よ
り
適
切
な
治
療
へ
と
結
び
つ
く
と
考
え
る
。

　

慢
性
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
多
職
種
協
働
で
治
療

効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有
を
基
盤
に

し
た
各
職
種
の
共
通
理
解
が
重
要
で
あ
り
、
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　

地
域
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
の
実
現
の
た
め

に
情
報
の
効
果
的
な
共
有
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

効
果
的
な
保
健
指
導
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
糖
尿
病
、
慢
性

腎
臓
病
等
の
慢
性
疾
患
は
持
続
的
な
セ
ル
フ
ケ
ア
支

援
が
重
要
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
健
康
診
断
で
異
常
を

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
も
、
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
人

が
多
い
。
症
状
が
な
い
た
め
に
、
つ
い
つ
い
後
回
し

に
し
、
適
切
な
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

自
分
の
健
康
診
断
結
果
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
、

な
す
べ
き
対
応
を
指
示
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

れ
ば
、
早
期
の
対
応
と
治
療
に
よ
り
合
併
症
の
発
症

抑
制
や
重
症
化
防
止
が
有
効
に
行
え
る
。

　

ま
た
自
分
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と

は
、
自
己
管
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
有

効
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
に
搭

載
で
き
て
い
な
い
が
、
近
い
将
来
実
現
し
た
い
機
能

の
１
つ
で
あ
る
。

小
回
り
の
き
く
開
発
環
境
の
実
現

　

人
口
規
模
10
万
人
程
度
の
地
方
の
中
小
都
市
に

と
っ
て
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
構
築
は
費
用
が
多
大

で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
有
効
に
機
能
す
る
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
う
。

　

ま
た
医
療
や
介
護
の
社
会
資
源
状
況
は
、
そ
の
地

域
に
特
有
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

も
そ
の
地
域
特
性
に
よ
っ
て
多
岐
に
わ
た
る
。

　

そ
の
地
域
で
真
に
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、
現
場
の
意
見
を
柔
軟
か
つ
迅
速
に

組
み
込
め
る
開
発
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

　

FileM
aker

の
よ
う
な
誰
で
も
簡
単
に
作
成
可
能

な
市
販
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
う
こ
と
は
、
開
発
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
有
効
で
あ
る
。

機
能
の
拡
大
を
目
指
す
「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」

　

地
方
で
は
過
疎
化
・
少
子
化
・
超
高
齢
化
が
進
行

し
て
お
り
、
医
療
・
介
護
の
社
会
資
源
の
有
効
利
用

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

「
北
ま
る
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
、
地
域
の
多
職
種
協
働
の
基

盤
と
な
る
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
構
築
さ
れ

た
。
現
場
に
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
、
地
域
の
健
康

増
進
、
安
全
の
確
保
を
目
指
し
て
、
機
能
の
拡
充
を

継
続
中
で
あ
る
。※　

　
　
　
　

※

今
野　

敦
（
こ
ん
の
・
あ
つ
し
）
●
55
年
北
海
道
生
ま
れ
。

82
年
札
幌
医
大
卒
。
同
年
か
ら
88
年
ま
で
同
大
附
属
病

院
第
二
内
科
。
88
年
か
ら
93
年
北
海
道
立
北
見
病
院
を

経
て
、
現
在
北
見
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
12
年
か

ら
北
見
医
師
会
副
会
長
兼
任
。

ＩＴ連携成功の要諦を実例から検証する総特集

総　論

現状・将来性から
医療連携を問う

深く根を張る
連携システムの実際


